
歴史
の

▲ �８世紀の東アジア世界

西暦724年に造られた多賀城は、
令和6（2024）年に創建1300年を
迎えました。

＊�多賀城創建 1300 年に向け「歴史の風」を拡大し、「歴史の風　創建 1300 年 Special」をお届けします。
　（令和６年１月号から令和７年１月号までを予定）� 問　埋蔵文化財調査センター　☎ 368-0134

Chapter4

◀︎ �渤海の使者（渤海
使）が使った秋田
城跡の水洗トイレ
（復元）
　靺鞨部族を野蛮とする
一方、渤海国とは友好関
係を築いており、秋田城
にはたまに訪れる渤海使
のために整備した立派な
トイレまでありました。

世界衛星モザイク画像を加工　出典：国土地理院
（http://maps.gsi.go.jp/?ll=35.746512,138.867188&z=4&base=std&ls=modis&vs=c1j0l0u0&d=v)

多賀城碑がうつす
東アジア世界

　多賀城碑には、「靺
まっ
鞨
かつ
国」から多賀城までの距離が刻まれてい

ます。なぜ渤
ぼっ
海
かい
ではなく、さらに北にある靺鞨部族のエリアか

らの距離なのか。ここから当時の日本と周辺国との関係性を読
みとることができます。

渤
ぼっ　かい
海

唐・新羅と対立し、
日本と友好関係にある。

靺
まっ　かつ
鞨いくつかの部族にわかれている。

日本
唐
とう 日本からも遣唐使がつかわされるなど、

当時の東アジア世界の中心となる国。

新
しら
羅
ぎ

唐と結んで朝鮮半島を統一。
倭国（日本）とも戦ったことがある。

秋田城

多賀城

▲ �多賀城碑
　靺鞨国から多賀城までの距離を記す
ことは、靺鞨部族を北に住む野蛮な部
族とみなす奈良時代の考え方に基づい
ています。

「
去
靺
鞨
国
界
三
千
里
」

（
靺
鞨
国
と
の
界さ
か
いを
去
る
こ
と
三
千
里
）
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多
賀
城
創
建
１
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年
記
念
事
業

東
北
お
ま
つ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
で
多
賀
城
は
創

建
１
３
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
古
代
の
東

北
の
地
は
多
賀
城
の
創
建
か
ら
こ
れ
ま
で
、

西
暦
８
６
９
年
に
起
き
た
貞
観
地
震
や
平
成

23
年
の
東
日
本
大
震
災
な
ど
、
地
震
、
津
波

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ

な
が
ら
も
、
そ
の
地
の
特
性
を
活
か
し
た

「
い
の
ち
の
営
み
」
が
伝
統
芸
能
と
し
て
各

地
に
根
付
き
、
そ
こ
に
住
む
多
く
の
人
々
の

生
活
に
密
着
し
、
人
々
の
心
の
支
え
と
し
て

連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
創
建
１
３
０
０
年
と
い
う
悠
久
の
歴

史
の
中
で
紡
が
れ
て
き
た
、
東
北
の
い
の
ち

の
営
み
の
中
に
あ
る
、
す
べ
て
の
生
き
物

た
ち
の
「
い
の
ち
の
リ
ズ
ム
」
を
太
鼓
で
、

「
絶
え
間
な
い
流
れ
の
中
に
あ
る
動
」
を
東

北
各
地
の
踊
り
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
を
東
北
各
地
の

人
々
と
と
も
に
賑
や
か
に
祝
い
ま
す
。

●
日
程
　
８
月
25
日
㊐

●
場
所
　
多
賀
城
跡
（
多
賀
城
市
市
川
）

●
主
催
　
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念

　
事
業
実
行
委
員
会

各
地
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
施
中

　
令
和
５
年
度
よ
り
、
各
県
の
そ
の
土
地
に

息
吹
く
文
化
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
共
有
す
る
た

め
、
地
元
宮
城
を
拠
点
に
活
動
す
る
和
太

鼓
奏
者
「
Ａ
ｔ
ｏ
ａ
．」
が
各
県
を
め
ぐ
り
、

各
県
の
伝
統
芸
能
を
継
承
す
る
団
体
と
と
も

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
番
は
東
北
各
地
で
創
造
さ
れ
た
「
い
の

ち
の
営
み
」
を
多
賀
城
に
集
結
さ
せ
、
Ａ
ｔ

ｏ
ａ
．
と
各
団
体
が
競
演
し
ま
す
。

こ
と
ば
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
テ
ー
マ
に
応
じ
た

「
心
が
温
か
く
な
る
よ
う
な
こ
と
ば
」
を
募

集
し
、
お
よ
そ
１
３
０
０
件
も
の
「
こ
と

ば
」
を
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
サ

ポ
ー
タ
ー
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

応
募
作
品
の
中
か
ら
1
0
0
作
品
を
厳
選

し
、
多
賀
城
駅
北
ビ
ル
Ａ
棟
西
側
共
有
ス

ペ
ー
ス
や
多
賀
城
駅
周
辺
な
ど
市
内
を
素
敵

に
飾
っ
て
い
ま
す
。

　
駅
北
ビ
ル
で
の
展
示
は
5
月
８
日
㊌
ま
で

で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
　
市
民
文
化
創
造
課
文
化
創
造
係
　
☎
（
３
６
８
）
２
０
８
４

令和 5 年 5 月  長井の黒獅子（山形県）

展示イメージ（多賀城駅北ビル A 棟）

令和 6 年 2 月  田子神楽（青森県） 令和5年10月  西馬音内盆踊り（秋田県）令和5年8月  金津流石関獅子躍（岩手県）

3 2024.4

Tagayasu
プロジェクト
【連載48】
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第
１
弾

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念
事
業 

都
内
記
者
発
表
会
を
実
施
し
ま
し
た

　
２
月
７
日
に
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記

念
事
業
を
全
国
に
広
く
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す

る
た
め
、
東
京
都
内
で
記
者
発
表
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
記
者
発
表
会
で
は
、
本
市
出
身
の
俳
優
で

あ
る
千
葉
雄
大
さ
ん
と
歴
史
好
き
で
俳
句
が

得
意
な
令
和
の
白
ギ
ャ
ル
ゆ
う
ち
ゃ
み
さ
ん

が
登
場
し
ま
し
た
。

　
千
葉
雄
大
さ
ん
は
宮
城
県
の
村
井
知
事
と

本
市
の
深
谷
市
長
と
と
も
に
、
多
賀
城
創
建

１
３
０
０
年
の
幕
開
け
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
ゆ
う
ち
ゃ
み
さ
ん
は
得
意
の
俳
句
を
披
露

し
、
多
賀
城
へ
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
と
口
に

し
て
い
ま
し
た
。

 

第
２
弾

銀
座
三
越
で
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
ま
し
た

　
２
月
21
日
か
ら
２
月
26
日
ま
で
、
銀
座
三

越 

本
館
７
階 

銀
座
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
ス
カ
イ

で
、都
内
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
第
２
弾
と
し
て
、

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
の
Ｐ
Ｒ
と
〈
古
代

米
酒
〉
お
も
わ
く
姫
を
は
じ
め
と
し
た
古
代

米
商
品
の
展
示
販
売
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
海
外
か
ら
の
お
客
様
を
は
じ
め
、
多
賀
城

を
初
め
て
知
っ
た
人
に
も
、
多
賀
城
の
歴
史

や
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
を
盛
り
上
げ
る
民
間
の
取
り
組
み

N
A

IL
＆

eyelash SA
LO

N
 jogata

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念
ネ
イ
ル

　
２
月
７
日
に
実
施
し
た
東
京
都
内
で
の

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念
事
業
記
者
発

表
に
お
い
て
、
出
演
者
の
ゆ
う
ち
ゃ
み
さ
ん

に
も
着
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

理
研
食
品
株
式
会
社

　
古
代
米
お
こ
げ
の
わ
か
め
ス
ー
プ
、
古
代

米
リ
ゾ
ッ
ト
風
わ
か
め
ス
ー
プ
、
わ
か
め
ご

飯
の
素
　
多
賀
城
翠み
ど
り（
梅
じ
そ
、
鮭
）

C
hopsticks

　
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー

ク
ド
ー
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ

銀座三越店長と深谷市長古代米商品の展示販売

記者発表会での記念撮影

ゆうちゃみさん
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▲市HP

特特
集集

April
2024 1

令和５年度
多賀城の若者 みらい創造事業

「たがじょうたきびの会」（令和５年 11 月８日実施）
　　　― 焼き芋を食べながら　じっくり語らい

Q. このまちで暮らしていくために自分でできることは？
　⚫災害、防災について Instagramや動画作成などにより情報発信する
　⚫将来多賀城で看護師になることで、防災力向上に貢献
　⚫歴史ある多賀城をもっと全国に広められるよう SNSで発信していく

「TAGAJO SPiCE of LiFE」（令和６年３月９日実施）
　　　― 古代米カレーを食べながら 市役所で語らい

Q. あなたはこのまちにとってどんなスパイス？
　⚫�つなぎ役として、人と人をつないで１人ではできない
ことを成し遂げたい

　⚫�外国語を学んでいることを活かして外に向けて多賀城
の魅力を発信したい

　⚫市内外をつなげる役割を担いたい

　この事業が始まった令和３年度は、新型コロナウイルス感染症流行の最中に
あり、対面で会うことが難しくなった状況で、若者と話せる機会がほとんどあ
りませんでしたが、この事業を通じて若い世代の多様な感性や価値観、豊かな
想像力を活かし、まちを元気にするためのアイデアをたくさん出し合ってくれ
ました。この事業は令和５年度をもって一旦終了しますが、今後も若い世代の
声に耳を傾け、アイデアを実現できるよう市全体でサポートできるようなまち
づくりをともに進めていきましょう。会内で挙がった意見やアイデアの詳細
は、市HPに掲載しています。

「When you wish upon fire ！」（令和５年７月１日実施）
　　　― たき火を囲みながら　短冊に想いを込めて

Q. 日本一暮らしやすいまちにしていくには？
　⚫安心安全をシティセールスに　　⚫スタートアップ事業を全力でフォロー
　⚫全世代が交流できる施設を　　　⚫きれいで衛生的なまち
　⚫学校と家以外の居場所をつくる　⚫子どもも高齢者も参加できる催し

令和 5 年度 実施イベント
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